
令和2年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 子育て支援課 事業No. 110

事務事業名 民間保育所特別保育事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 5 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
   
   

分野別計画
 子育て応援プラン
  
  

法令・例規等
 児童福祉法
 子ども・子育て支援法
 飯田市民間保育所特別保育事業補助金交付要綱

事業目的
対象 民間保育所等及び入所児童（保護者）、近隣の入所していない児童（保護者）、小学校低学年児童

意図 多様化する保育需要に応え、乳児・１歳児・障害児等の受入れ態勢を整え、保育士の資質向上及び児童の処遇を確保。地域との連携
を密にし地域に根差した子育て支援。

２ 事業内容

2年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
　保育士を雇用して乳児保育や手厚い１歳児保育を行う民間
保育所に対し、保育士の人件費を補助しました。
　11時間を超えて保育し早朝や夜間の保育ニーズに対応する
民間保育所に対し、保育士の人件費等を補助しました。
　特別な支援を要する児童の保育のため保育士を加配する民
間保育所に対し、保育士の人件費の一部を補助しました。
　乳幼児をもつ地域の保護者等に対する育児講座等、地域住
民等との農業体験や伝承遊びなどの交流活動を補助しまし
た。
　保育所での放課後小学生の受入れ事業を補助しました。
　入所児でない児童の一時的預かり事業を補助しました。

乳児保育促進事業 4,506
延長保育促進事業 40,509
障害児保育事業 44,011
地域活動事業（世代間交流・育児講座等） 1,875
地域活動事業（小学校低学年受入） 9,182
一時・特定保育促進事業 51,263
１歳児保育推進事業 29,295
地域活動事業（小学校低学年受入感染拡大防止対策事業補助） 1,000
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画 実績

平成30年度
計画 実績

令和元年度
計画 実績

令和2年度
計画 実績

低年齢児保育支援事業（乳児・1歳児保育事業） 園 21 21 22 22 23 23 23 25
延長保育実施民間保育所 園 24 24 25 25 26 26 26 26
障害児の受入体制を確保している民間保育数 園 17 13 25 11 26 26 26 15
地域活動実施民間保育所等数 園 17 17 25 25 26 26 26 15
一時・特定保育事業実施民間保育所 園 24 21 25 25 26 26 26 24
放課後小学生低学年受入民間保育所 園 2 2 2 2 3 3 3 3

          
          

2年度
決算

(千円)

予算額 224,697 特定財源内訳及び補足事項
決算額 181,641 （国）延長保育促進事業補助金（１／３）22,036千円、子ども・子育て支援交付金（１／

３）2,421千円、一時預かり事業補助金（１／３）17,231千円
（県）延長保育促進事業補助金（１／３）15,896千円、乳児保育促進事業補助金（１／２
）2,252千円、子ども・子育て支援交付金（１／３）2,421千円、一時預かり事業補助金（
１／３）17,815千円、１歳児保育推進事業補助金（１／２）13,872千円、保育所等感染拡
大防止対策事業補助金（10／10）1,000千円

財源の
状況

国庫支出金 41,688
県支出金 53,256
地方債 0
その他 0
一般財源 86,697

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 3 2 5 11 1 4,590 4,506 乳児保育促進事業費

2 1 3 2 5 11 2 71,263 40,509 延長保育促進事業費

3 1 3 2 5 11 3 46,629 44,011 障害児保育事業費

4 1 3 2 5 11 4 12,871 12,057 地域活動事業費

5 1 3 2 5 11 6 55,609 51,263 一時預かり・特定保育事業費

6 1 3 2 5 11 10 33,735 29,295 １歳児保育推進事業費

7          

振返り課題認識

　地域ニーズに沿った特別保育事業が円滑に実施できるよう、民間保育所等に対し人件費及び事業費の補助金を適切に交付
することができました。
　特別保育事業について地域ニーズは高まっていますが、対応する保育人材の不足が課題となっています。

上記の課題解決
のための有効策

　地域ニーズに対応して特別保育事業を拡大するためには、飯田の自然や暮らしを踏まえた「いいだ型自然保育」の魅力を
ＰＲしつつ、保育士人材バンクなど求人の機会を活用して、保育人材を安定的に確保する必要があります。
　安心安全な保育環境を整えるため保育士等の研修など専門性の向上・指導技術のスキルアップが重要です。

次年度に向けて
の取り組み

　地域のニーズに沿った特別保育事業が円滑に実施できるよう、引き続き適切な補助を行います。
　保育に対する地域ニーズの変化に対応できるよう、情報収集や制度周知の徹底を図っていきます。
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